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研究成果の概要（和文）：この研究の主要な成果は、各地での資料収集や調査活動により、原爆
傷害調査委員会（ABCC）の調査・研究と米国の核実験や核戦争計画との間に多くの関連づけが
可能となった点である。特に ABCCによる原爆被爆者の放射線被爆線量を正確に再評価する活動
は、被爆線量と健康被害との相関関係を探るものであり、データの多くは、米国で軍事目的に
利用された。旧ソ連との戦争において、核兵器を使用し被爆した場合の米軍の戦闘継続能力を
推定する目的に利用されたのも、その一例である。 
 
研究成果の概要（英文）：The primary result of this research was to establish many links 
with the work being done at the ABCC, nuclear weapon testing, and preparations for nuclear 
war fighting. Much of this was focused on the Dose Reconstruction project at the ABCC. 
This project attempted to establish the exact dose of radiation received by each 
individual hibakusha. The purpose of this project was to be able to determine exact 
correlations between exposure levels and subsequent health impacts. There were many 
intended uses of this data. One was to plan for the “re-emergence” of a post nuclear 
war United States. But another key use was to plan for the battlefield use of nuclear 
weapons with the Soviet Union, and to be able to determine the ability of US troops exposed 
to radiation to continue to fight.  
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１． 研究開始当初の背景 
この研究は、原爆傷害調査委員会（ABCC）
の調査活動と、米国による核実験や核戦争へ
の備えとの関連を検証するものである。研究
着手の時点では、ABCC の行った専門分野に
おける調査・研究や人道的活動の記録は存在

したが、核実験へ参加した米軍部隊に関する
包括的研究は行われていなかった。また、
ABCC の調査活動と米国の核実験や核戦争
計画との関連に関する先行研究もほとんど
存在しなかった。 
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２． 研究の目的 
冷戦初期の核戦争に備えた米国の軍事活動
に、どのような人々や組織が関与し、いかな
る役割を果たしたのかを探るものである。研
究の対象期間は、米国が大気圏核実験を行い、
何十万人もの米国軍人が実験に関与した
1946 年～1963 年とした。 
   
３． 研究の方法 
この研究は、広島の（財）放射線影響研究所
（旧 ABCC）、長崎、米国ネバダ核実験場、
核実験博物館の口述史料館（ラスベガス）、
全米科学財団資料室、国立公文書館（ワシン
トン DC）などで調査を行い、米国の核実験
に関与した人々の口述記録や、ABCC および
米軍の調査・研究・計画の記録を収集した。 
 
４． 研究成果 
この研究の主眼は、原爆傷害調査委員会
（ABCC）の調査対象者であれ、ネバダやマ
ーシャル諸島の核実験関係者であれ、いかな
る段階においても米国の核兵器関連の計画
に関与した場合、それは米国が核戦争に勝利
するための戦略に組み込まれたことを意味
することを明らかにすることである。ABCC
の調査研究対象とされた被爆者には、調査目
的は将来の放射線被害者の救済であると告
げられ、実際にチェルノブイリ原発事故の際
に利用されてはいるが、本来の ABCC の予算
や活動は主として核戦争計画を推し進める
ことが目的であった。 
本研究の主たる成果は以下のとおりであ

る。 
 
（１）各地での資料収集や調査活動により、
ABCC の調査活動と米国の核実験や核戦争計
画との間に多くの関連づけが可能となった。
特に ABCC による原爆被爆者の放射線被爆線
量を正確に再評価する活動は、被爆線量と健
康被害との相関関係を探るものであり、デー
タの多くは、軍事目的で利用された。核戦争
後を想定した米国の再建計画は、その一例で
ある。また旧ソ連との戦争において、核兵器
を使用し被爆した場合の米軍の戦闘継続能
力を推定する目的にも利用された。 
 
（２）ネバダ核実験場では、「プロジェクト・
イチバン」と呼ばれる計画も存在した。ABCC
の調査を補足する目的で、家屋の放射線遮蔽
効果や被爆線量の測定を行った。その際、巨
大な鉄塔にエレベータを設置し、広島での原
爆投下の際の高度に原子炉の位置を合わせ
たり、多くの放射線測定機を備えた日本家屋
を台車の上に建て、色々な想定のもとで、核
実験場内で台車を移動して核実験を行った。
「プロジェクト・イチバン」は 2年間に及ぶ
もので、日本家屋を建てるなど、広島の原爆

被害を再現した点で非常に入念なものであ
った。 
 
（３）戦場において致死量のガンマ線を浴び
たが、放射能障害が出るには至っていない部
隊をどうするかが米軍内で検討された事実
が確認できた。司令官は、有事の場合これら
の部隊を「決死隊」として利用するよう命令
を受けた。ここでもまた、ABCCの被爆線量と
健康被害に関する調査結果が応用されてい
る。 
 
（４）米国において、広島や原爆被爆者がど
のように伝えられているかも調査した結果、
当時の広島は一都市としてではなく基地と
して、広島市民は軍人として描かれていた。 
ABCCは、米国が広島の被爆者の生活を立て直
すため、善意をもって医療の手助けをしてい
るというイメージを植え付ける主要な役割
を果たしたと言える。1955年に義援金によっ
て米国でケロイド治療を受けることができ
た「原爆乙女」が良い例で、設立初期の ABCC
の良い印象も奏功し、「原爆乙女」の渡米は、
子供たちをも傷つけた軍事的脅威ではなく、
援助の手を差し伸べる温情に満ちた支援者
や医療者という位置づけを米国に与える結
果となった。 
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